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秋田縣阿仁地方北郡の第三系め層序

坂本　亨＊　黒田和男＊　小野晃司＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　R6sum6
Tertiary　S舌ratigraphy　in　the　Nor傾ern　Part　of伍e　Ani　District，Akita　Prefecbre

’　by．

Tδru　Sεlkamoto，’Kazuo　K：uroda＆K：δji　Ono

　　　The　Iower　part　of　the　Tertiary　formations　developed　in　this　area　is　compo串ed

mainly　of▽01canic　and　pyroclastic　rocks，so－called“Green　tuff”，and　the　upPer　part　is

mostly　of　clastic　廿ocks，so－cail　ed　“Oi、〆1’ertiary”．

　　　丁五e　str3tigraphic　succ今ssion　in　this　area　and　the　correlation　with　the　Tertiary　of

the　adjacent　areas　are　as　folIows．
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　19541年8月下旬がら9月下旬にかけて，阿仁・田沢綜
震慣
合開発地域地質図作製の一環として，．秋田県の阿仁地方

の北部を調査Lた。その結果，この地域の層序・構造

について，今までとは幾分異なつた見解に達したので，

こ興こ小叉川主流の流域から上小阿仁村北半にわたる地

域の層序あ概略を述べる。

　調査にあたつ宅は，地域東部の北半を黒田が，同南半

を小野が，地域西部を坂本が分担した。別に斎藤正次技

官が調査に同行し，全域にわたる綜括・調整に従事した。

化石g鑑定には，井上正昭・棚井敏雅両技官の援助を受

けた。なお，層序の樹立においては目下印刷中の50，000

　＊地質部

分の1地質図幅「阿仁合」の調査結果に準拠した点が少

なくない。

　本地域の第三系の層序およびヒれと隣接地域の層序と

の対比を第1表に示す。この地域では，東から西へ，新

第三系の最下底から上部までの地層がよく連続して発達

L，阿仁川以東には下部の火山岩・火山砕屑岩を主とす

る地層一湯ノ沢層・大叉層・粗粒玄武岩類一一が）阿

仁川以西では上部の砕屑岩を主とする地層一一小阿仁

層・女川層・船川層・北浦層など一が分布Lている。

構造は大きくみて西へ緩く傾く単斜構造である。前田村

堺田附近には南北の軸をもつ緩い背斜構造があり，下部

粗粒玄武岩類の丁から大叉層が露わヤている。阿仁川と

　　　　　　　∫　　・
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第1図　位置図

第1表　阿仁地方第三系対・比表

巴
標 区　大阿仁地区 阿仁地方北部

米内沢南方　4）
　（今泉・小高：1952）

打当層　　矢

北浦層 小沢田層
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琶
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1 湯ノ沢層

？
牛
　
沢
　 層

小阿仁川の中間では，単斜構造の単調きを破つて，上惣

内の南西から長滝沢の西へかけた附近や国見沢の中流な

ど数ヵ所に，局部的ながら著しい擾乱帯がある。．

　　　　　　1．基　　盤

本地域の第三系の基盤ば，古生層と、思われるもの，’お

よびそれを貫ぬく花嵩閃緑岩である。第三系とは断層で

接する場合が多い。

2．　湯ノ　沢麿

凝灰角礫岩の部分を主とする。ことに下部のものは淡

線色の変朽安山岩角礫を大量に含み，ほ量同質の膠結物

がその周りを填める。しばしば変朽安山岩の・薄い熔岩流

を挾むが，その割合は少ない。上部（1枚）と中部（2枚）

に珪質緻密の黒色（來炭）頁岩層が介在し，よく連続す’

る。中部のものは厚さ1m以下の炭層を挾み，次の植

物化石を産する。

丹瀬沢丹瀬坑附近　（Locユ）

　勲諮sp．・，

　白糸沢中流　（Loc．2）

　勲9鋸s4％妙φABICH
　醜≠召s解o毎卿・駕加（ENDO）MIKI

　αツがδs吻伽s6％プo餌側s　HEER

　βθ‘ぬsP．

　瓦zg％SSI）．．

　本層は，岩相的には次記の大叉層に類似し1あるいはン

ー括して大又層の下部とするのが妥当かとも考えられる

が，こXでは來炭層の介在，上部における米山円礫岩層

（変朽安山岩礫を主とし，径30cm程度，厚さ約150・

m）の存在依ごよ「り一駆肌て取扱つたq本蹴．従

来ゆ阿仁倉來炭層に対比されてぎたが，大叉屠の下位に、

あることからみて，阿仁合來炭層よりさらに古いものと

みなければならない。
ノ

　　　　　　『3一．，大叉暦

本層は，この地域の南方阿仁合図幅内に広く黛布す

る大叉層と同様な岩相を呈し，一連の地層であるとみな、・

され，との地域のいわゆる“greentu丘”の主体をな’

す地層である。下位の湯ノ沢層に引続いて堆積Lたもの

で，厚さ1，300m以上であり，小叉川に沿つたルート

でよく観察される。　　　　　　　’、　　　　．

干部；圧倒的に多量の中性ないし塩基性の熔岩流や凝

灰角礫岩・火山礫凝灰岩からなる。下方では凝琢角礫岩

を主とし熔岩流を従とするが，上方ではこの割合が逆に

なる。

上部二塩基性から酸性に至る種夕の凝灰角礫岩中にか・

なりの割合で凝灰質泥岩・溝泥岩・砂岩を挾み，また火

山円礫岩を杢，挾む。上限近くに水平的に相当の拡がりを

もつて礫岩質の層準がある。この層準からは次の海擾貝

化石を得た。

　前田村鷲ノ瀬（Loc。3）

　鋤ゆθ・伽cfr・ツ岬9召”σ翻s（（專0醐A＆、

　　ZINBO）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　P耽吻，擁cfr．麹枷・ZJ伽s（NOMURA）
　前田村総瀬沢　（Loc．4）

　Pα伽o餌加cfr．伽磁」（YOKOYAMA）

　『V6％爾α～猶伽sp．

4．粗粒玄武岩類

’ごの地域に分布するもののうち大部分（源五郎岳など

の山地をつくるもり）は，大叉層の上に整合に重なり，．

層位的な観点から下部粗粒玄武岩類と呼ばれる。線黒色
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を呈し，…般に無斑晶，時に普通輝石・斜長石の斑晶が

みられる粗粒玄武岩の熔岩流・凝灰角礫岩と局部的の岩

床からなる。厚さは最大300m以上である。CッoZ4郷一

吻翅sp．をもつた黒色泥岩や凝灰質泥岩を挾む。大叉
層の上部から一連の海中に堆積したものであろう1。上部

では陸源砕屑物の來みがよく発達し，前田村新屋布附近

では砂岩中に．惚彪s6gπoJαsp．，勲g粥sp．などの植’物

化石を産する。

一方，桐内沢附近から南西にかけて拡がるものは，岩一

質的には上記の下部粗粒玄武岩類とほとんど同様である『

が，次記露熊層の上位に重なるという点から，層位的に

上部粗粒玄武岩類として区別される。

5．露熊層
地域のほ聖中央部に分布する。厚さは断層で下限を切

られで不明であるが，みられる限りで約35Pmある。

粗粒玄武岩・安山岩・石英安山岩の礫からなる礫岩を主

とし，凝灰質の砂岩・泥岩を少しづつ挾む。、砂岩中には『

若干の植物化石を牽するが保存はよくない。大叉層に較

べては軟弱で崩壊しやすい。岩相0類似から阿仁合町露

熊附遊を模式地とする露熊層照含ませた。前記，上部程

粒玄武岩類の上位に山頂部を占めて発達する地層一上

部粗粒玄武岩類中の爽みの砕屑岩と同様な岩質の黒色泥

岩・凝灰質泥岩からなる…一もこれに一括した。次記，

小阿仁層とは，主として下位の大又層・一ド部粗粒玄武岩

類に対する層位的な関係からみて，ほ黛同時代の異相堆

積物であると考えられる。　　，　　　　．

6、小阿仁層

．台島層に相当する。主とLて阿仁川以西に分布し・北

部から南西部にわたつて岩相の変化が激Lい。北部は浮

石質凝灰岩・凝灰質泥岩，中部は凝灰質泥岩で時に硬質

泥岩を挾み，南西部は幾分珪質の細砂岩を主とする。阿

仁合町吉田附近では最下部の黒色泥岩からS召8α腕6s　sp．

などを産する。北部では下部から次のような貝化石を得

た。種類はもつと多いが，保存があまりよくない。

前田村桂瀬の東方　（：Locl5）

　．Poグ’伽伽（漉9砂oZ伽）c｛r．！h勉吻げo擁s

　　（STORER）

　且甥αsp．（A．δo％6α配」のtype）・・・…多

　・γoZsθ伽sp．

　吻伽s菖P，

　P初％αsp．
　　　　　　　　ぎ
　C配α郷lysんβ％εhαグ傷　（YOKOYAMA）・・一多

　C．sωグあ　（BERNARDI）

　C．sp．　F　　、　＼

　066卿力oo競sp．
　03∫惚‘z　（s．3．）　sp，

　0．（C勉ssos舵α）sウ．

　五zκ♂no％zαsp．一

　Cあ％ooθ毎勿解sp．

　ハセヲ％ooα名d伽％¢sp．

　物αsp．

　Pα彪Z如sp．

　C6砺郷sp．

肇丁膨6剛襯郷sp．一……・……・・…多

　この地域り南方に分布するほ爵同時代の地層一一大阿

仁弛区の阿仁合來炭層・打当層・阿仁合地区の露熊層な

ど一が礫岩を主とした厚層（陸成の部分を主とする）で

あるのに較べて，本層は比較的細粒の海成層（北部では

浅海成層）であることは注目に価する。

7．女川層註1）

板状・緻密・堅硬の珪質泥岩からなり，地域内では上

小阿仁村の長滝沢セ；標式的に発達する・厚さ綿200m

で，南西方の地域外では非常に薄く，上部粗粒玄武岩類

の上に僅かにのるにすぎない。北方にも薄くなり，大森一

山の南では本層の上限に珪藻質泥岩がある。

　　　　　　8．大森山安山岩’
米内沢町南方の大森山をつくる安山岩熔岩流を主体と．

し，最上部に凝灰角礫岩がある。本岩は，黒灰色・緻密

で多量の斜長石と少量の紫蘇輝石・普通輝石の斑晶をも

つほ朗新鮮な複輝石安山岩である。上位の滝ノ沢層とど

もに女川層と船川層との中間に餌置を占めて，局部的に

発達する。

　　　　　　9．滝ノ・沢麿

　米内沢町南方に南に尖つたクサピ状に分布し，大森瓜

1安山岩の上に整合に重なる。ナガシダ沢では下部は粗粒

砂岩で安山岩質角礫岩をLばしば挾み，上部では次第に

細粒・均質になつて船川層の黒色泥岩に移化する。滝ノ・

沢附近では主として暗灰色の粗粒砂岩層からなり，粗粒・

；玄武岩の円礫岩層（厚さ約1Qm）・を挾む。船川層に整合・

に覆われる5大岱附近では粗粒砂岩を主とし，女川層の・

上に直接重なる。上位の船川層（女川層との漸移的な岩

相の部分）とは角礫質ん礫質粗粒砂岩を境としてかなゆ

は1つきり分かれる＆

10．船川層

黒色泥岩を主体とする。一見，単調な岩質のようであ

註1）岩相の類似か鰍田地方標準履序の女川恩こ相当するものとみな

　されるQ調査は不充分であるが一懸便宜的にこのように呼ぶQ以下ヲ

　船川暦・北浦暦も同じ。　’
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胤 黒　落縦
濤！瀬泥・岩

地質調査所月報

第　　　　・3 図

｝大森山

　し安山岩

る炉，広く遜ると岩相変化はかなり著Lい・女川層との

i間に大森山安山岩・滝ノ沢層が発達しない所では，層理

に乏しい珪質の黒色泥岩を経て女川層と漸移する。漸移

・部は上小阿仁村仏社沢の大岱附近によく発達する。漸移

部は船川層のなかに含ませた。女川層・大森山・安山岩

・滝ノ沢層ε船川層の関係を簡略に図化すれば第3図の

．ようである。

　　　　　　　　　玉1．北浦層

　砂岩・泥岩の互層を主体とし，今泉・小高4》の小沢田

、層と一致する。船川層に整合に重なるが，その境単は上
　　ノ
・部七座凝灰岩に相当する火砕質岩層があつて，かなりは

（第6巻 第12号）

つきりと分けられる。・その上位は全体にわたつてほ愛同

「様な砂岩・泥岩の互層である。上限は不明であるb厚さ

は300m以上である。
　　　　　　　　　　　　（昭和29年8～9’月調査）
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